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1．は じめに

　近年の 医療施設にお い ては 、 医療費削減を主な 目的と

した在院日数の 短縮が求め られ てい る 。 医療 ・看護の標

準化を 目的 とす るクリニ カルパ ス の 導入などが試み られ

て い るが、患者自身の回復意欲の 向上も在院日数の 短縮

に影響を与え ると考え られ る 。

　着護業務の標準化の ために は入院中は秩序ある生活を

優先するよう患者に意識付けを行 うとともに、病室とい

う限られた ス ペ ー
ス内で 看護師が動きやす くしてお くこ

とは不可欠な要素 とな る 。

一方、患者の 回復慧欲は 入院

前の生活を入院中もキ
ープするこ とに よ っ て 高まると推

察されるため、以前の 生活との つ なが りやアイデ ン テ ィ

テ ィ を持ち続け られ る よ うな環境的配慮が求め られ る。

　本研究は 、 そ うした相矛盾する要求を満たす病室環境

整備のため、病室内の物品に焦点をあて病院支給物品や

患者の 私物持込みに つ い て再整理 し、ひ い て は病室計画

にっ い て新たな知見を得る こ とを 目的とした。そ の ため

に患者の私物の持込み状況や、持込み に対する看護側の

方針や意識を把握 した。

2。医療福祉施設におけ る私物の持込 に対する考え方

　医療施設と福祉施設で は私物の持込 に対す る考え方は

異なる 。 福祉施設で は研究成果 の蓄積 ＊ 1
か ら私物の持

込を肯定的に 捉え施設 も本入や家族に働きか け てい る 。

　 しか しなが ら、個室が前提で 入居 が数年に お よ ぷ福祉

施設 と多床室中心の 医療施設では条件が異 な っ てお り、

今井 ら （1993）＊ 2
の 研 究では、限 られた ス ペース で の

空間の使い 分けや秩序化につ い て の提言が見られる。 医

療施設で は多くを持込むこ との みを よしとするの で はな

く 「回復や精神安定に効果的な ものを厳選 ｝し 「共有化

する もの と専用す るもの の分別」 など、物品の 種類や置

き場所の秩序化が求め ら れ て い る とい え る 。

員会

同

同

同

正 ○竹原　弥里
’

　毛利　志保 ＊ ’n

　今井　正次 ＊ ＊ ＊

　加藤　彰一　＊ ＊ ＊ ＊

　日紫喜

　原 玲子
楙 楙

TAKEHARA　M 韮sato

MORI 　Shiho

IMAI　Sy〔’ji
KATO　Akikazu

　　　　　　　 　　　みちる
＊s ’＊’ HISHIKI　Mitiru

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 HARA 　Reiko

3．調査概要

1）調査方法

　表 1 に 調査方法の 概要を示す 。 患者 ・ 看護師に病室へ

の私物持込状況に関するア ンケートと入院案内に 関する

情報入手を行 っ た。患者本人が記入で きない 場合は看護

助手が聞き取 り で 記入 した 。

2 ）調査対象の 概要

　表 2に調査対象の概要、図 1に病室平面 図、図 2 に 4

床室の 展開図を示 す。病室構成は 4 床室が 2．7 割を占め

た 。 その 空間の質の向上が 目的で もあ る ため 4 床室を主

な対象と した 。　 面積は 23．5  （内法）で 、 現行の 基
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 1 調査概要

虞査方法 ア ンケート翻聟 く患書 は暑護 助手に よる聞取 リ£ 入）

隅査 日樫 2 帯 ：25冊 卑 E月 25 日卿9月 7日

回咬 ；2010年 9月 8 日
一10月 14日

隣査対露密 愚雪 ひ 臘 3日以上経遇｝／譬護師全員

回収数 患者 ：59、智瞳師 ；配布数 ：1聞，回収散
『13L団収串 ：80、4脆

設商 内喜 愚者 ：持込 物品 の把壥と評価

着護師 ：摶込物の評鍾

表 2　 調査対象の概要
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準 絹
を満た してい な い 。

3 ）調査対象施設における持込に薄する考え方

表 3 に 入院案内記載の 準備品 と病院付帯設備を 示 す。準

備品 は全 て院内で購入可能 であ り 、 こ れ ら の考え方は 、

看護師 ・看護助手 ともに行き渡 り徹籤されて い る。

4 ．調査結果

1）回答者の 属性

表 4 に患者属性 、 表 5 に看護鎌の 属牲を示す 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 表 4 患考の 属 性

住別 男性 ：30，女性 ：21，豪回答 ；7
年齢 10代 12 ，2D代 ：2，30代 ：2，40代 ：5．50代 ：5、　 60代 ：14

70代 二 臥 80代 ：且，未 回筈 ：2，平 均年 齢 二64．1
自宅場所 K市内 ・30，近隣地域 ・5，　 その 他

・6，未回 答 ：8

病室 タ イ ブ 観窒 ：3，2床 室 ：14，4床室 二 31

亜憩性 ：2、未回答 ：1
診療科 内科 ： 20，　外科・肛 門外科 ； 11，　脳 醤経外科 ：9

整形外科 ： 15，　 産婦人 科 71 ，　耳鼻咽喉 科 ： 4

泌尿器科 ：3，　 皮 膚科 ：1．　 膃科 ； 1，　 匸複数診僚あり｝
治療行 為 手術有 ： 25，無 ： 33　　 リ ハ ビリ有 ：8，無 ：50

衰 5 雹護師の 属性

役職 看護師　r11δ，　　役職者　ヨ2　〔鷺護師畏　5，　副饗謬師長 5，
主任 2），看護助手 ；16

年齢
・
経験年数 平 均年齢 ： 38，4，　 平均経験年 数 ： 11 年 1 カ月

性別 男 性 ：4，　 女 性 ：122，　 未 回答 ：5

2）持込の実態

  病室へ の 持込み の実態

　病室へ の 持込に つ い て 割合の高い願に 示す （図 3〕。

　上位 1〜 8位は全て入院案内に 記載されており運営方

針に恥 っ た結果で ある。自発 的な持込み蟹含が最も高い

の は 、
「ペ ン （筆記異）」 で あ っ た

＊ C
。 入院準備晶に 記

載 のない 物品 の 殆 どは持込率が半数以下で あっ たが 、 携

帯電話は半数以上が持込んで い た。以前の 生活と結びつ

き と関係の 深 い r置物 ・装飾」 「趣味」 は 特に持込 み率

が低く平均 1割程度で あ っ た 。 また、付帯の 椅子 も蔵

かれて い な い （病室外）憲者が半数程度 い た。
＊ 5

  持込み種類数に影響を与える要因

　
一

人 あ た りの 持込 種類数 は 平均 28．2 で、最少が 8、

最多が 45 とば らっ きがみ られた 。

　自宅 までの距離別 （「市 内」 「広域都市圈内」 「それ以

遠」）で比較す る と （図 4）、長距離の患者ほ ど持込種類

数が多か っ た 。 本研究では家族の訪 問頻度 は把握で きて

い な い が 、 関係が ある と推察される 。

　診療科別に比較す る と （図 5）「内科」 よ りも 「外科 ・

脳神経 外科」 唾 形 外科」 で 多い 傾 向があ っ た。手 徳 の

有無に よ っ ても差異がみ られたこ とか ら、術後の 過ご し

方と関係があると思われる。

　病室 タ イ プ別に見る と （函 6）、 2 床室 と 4床室、倔

室の種類数 は同程度で、病室面積 との 関速は 見 られな

か っ た 。

　入院後 の 経過 日数 との 関係 ＃6
で は正 の 相開は 見られ

な か っ た が 、入院後 14 日以 内
＊ 7

の患者 に 限定す る と、

表 3　入院案内の 叢粋
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日数が 長い ほ ど種類数の増加が認め られた 。

（鏘 込物の置かれ る場所

　大分類にま とめた持込み と置き場所の 関連を示す （図

8）。分類 に 限らず多 くが ベ ッ ド ・テ
ーブル上、床頭台

な ど手の届 くと こ ろに置か れ、病室外に置かれるもの は

非常に 少な い
。 床頭台上 に は、飲食以外に 整容やオ

ーディ

オ機器 、趣味や容器 、 置物な ど多様な もの が湿在 して い

た。ベ ッ ド・テーブル上 にはオ
ーデ ィ オ ・機器や衣装ケー

ス に 混 じ っ て お む つ （未使用）や入退院時 しか必要な い

外出用衣料が置かれて い た 。 アイデン テ ィ テ ィ の ため の

表出で はな く、収納が少ない こ とによるあふれ だ しの状

況が明 らか とな っ た 。

  持込物の数量

　表 6 に 患者
一

人 が同 じもの を複数持ち込んだもの に

つ い て抽出 した
＊ S
。こ れ らは主 に i）消耗品 ii）洗濯

し使い まわすもの に大別され る が 、 特筆す べ きは入院案

内で書かれた数 より多く準備品を持込ん で い る こ と、準

備品 でな い が外泊屠か ばん （3点）や おむ つ （20 箱）

な どの持込み事例があ る こ とで あ る、 こ れ は家族がまめ

に持ち帰らない こ と 、 買 い 置きが推察され る 。 い ずれも

家族の訪問頻度 の 少なさと関わ りが深い と推察される。

3）持込みに対する意識

　持込み に 対す る患者や看護師の意識を把握す るため、

物品リス トを対象 とし評価を行 っ た （図 9）。 患者には 、

「病院側が用意 し共有 したい もの 」、 耨護師には蚕護の立

場か ら f病院で共有」 「消耗品 として病院で用憲 jr 倔人

持ち込 み」 「持込を制限」する もの に分類して もら っ た 。

  患者に よる評価

　病院側 が用意 し共有 し たい とい う要望が最も高か っ た

もの は 「カ レン ダー
」 で あ り病 院支給物品を除 くと、「タ

オル掛け」「ハ ン ガー
」「新聞∫懐中韆畑 「ドラ イ ヤ ー

」「麗

時計」 が続い た。こ れ らは 、 ホテル で は通常貸出すシス

テ ム がある。患者の 中にはホテル を意識 したシステ ム を

求める傾向が ある こ とが推察された。

  看護師の 評価

　「病 院で貸出す 1 とい う意見が多か っ た の は 喰 器 （準

備品以外）」 や r家電」 「清掃洗濯用具」 で あ っ た。

　 r消耗品 として病院で 販売」 の 要望が高 か っ た の は、

院内で購入可能 な r洗面道具」「文具」「お む つ 」で あっ た 。

　「個人 で持込んで ほ しい 」 とい う意見が高か っ た の は、

「着替え 」を は じめ 「オ
ーディ オ機器 」「趣味豆置物・装飾」

で あっ た 。 後述 の 「持込を制限する 」 意見よ りも こ の割

合が高か っ た ことは、本調査対象の看護師の意識 として

は私物の持込 を強 く制限す る志向性はな い と思われ た。

　「持込を制限す る 」 とい う意見が高か っ たの は、楽器、
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図 4 自宅場所 と持ち込 み種類の関係
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図 6 病室タイプ と持ち込 み種類の 関係

．
○
　　　　　　○

．　，　　　　　○　　■　◆

■　■
○　　　　　　　　　　　　　　　●

○
　　　◆　

．

オ
ーディオ梅誌

外出用衣

溝掃涜

翫物・翻
医療機

髑匿均 ；29 』｝

（平洵 ：2DS）

（平均 ：vgo｝

（平均 ：335＞

　 　 　 　 　 　 　 　 〔種鋤
　 　 　 　 　 　 　 　 田

　 　 　 　 　 　 　 　 仭

　 　 　 　 　 　 　 　 3u

　 　 　 　 　 　 　 　 跚

　 　 　 　 　 　 　 　 10

　 　 　 　 　 　 　 　 0

40　　　 60　　　 田 　　　管  ｛日｝　　　 0　　　　　　　 5　　　　　　 10　　　　　　 15tB ｝

入院期攤 　　　　　　　　　　　　　　　入競後 14B 以内
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表 6 椶数の 持ち込みが ある物 品と饅大持 ち込 み数
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オーディ オ機器、ナイ フ な ど、他 の 患者 との トラ ブル に

なる可能性が高い も の で あ っ た。

  患者 と看護師の意ew＊ 9

　 r病院で の 共有品」 に 対する 意識は、両者とも似た傾

向が見 られた 。 したが っ て 、表 7 の 梅品に つ い て は 、

個人の 持込を制限 し共有する こ とで利便性を図るこ とが

可能で ある。

5 ．まとめ

　本研究は、病室内に ある物品 として の病院支給や患者

の持込み につ い て 再整理を行 うこ とによ り病室計画の 新 ．

たな知見を得る こ とを 目的 とし、患者の 籍込 み 状況や看

護師の 意識を把握 した。以下 に その 結果を まとめ る。

  私物の持込 みは、殆 どが入院案内記載の物品であ り、

アイデ ン テ ィ テ ィ創出に つ ながる趣味や置物な どの持込

み割合は、携帯電話以外は 少な か っ た 。

  持込種類数へ の 影響要因は 、 自宅からの距離 （遠方）、

診療科 （外 科系）、 入 院日数 （長 期）で あ り、病室面積

や年齢に よる差異は認められなか っ た。

  持込が置か れ る場所は 手の届く と こ ろ に集申し多用途

の 物晶が混在して い た 。 ま た 、 同種類の ものが多く待ち

込 まれ る要因 として 、荷物 の配置 や入れ替えな ど入的な

メ ン テナ ン ス の不十分さが考え られ る。

  院内の 物品共有 に対する意識は患者 と看護皹で 灣じ頗

向を示 し た こ とか ら、運営 シ ス テ ム と場所の再整理 へ の

提言 として、可能なも の は共有化を進め、頻度別の物品

整理 に よる病室外空間 の活用 が考え られ る。そ の こ とに

よ り、限られ た ス ペ ース で も煩雑さ をな くし利便性 を高

めるこ とが期待される。 ただし、 こ うしたこ とには入的

メ ン テナ ン スが不可欠であ り、そう した業務に つ い て家

族を含め誰が担うの かが課題 とな る 。
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調
　 本調査は K 病院 との 共 同研 究 として 実施 し た。調査に ご協力い た だ

い た 入院患者 ・着護師 の響樣 に記 して 謝意 を表 し ます．
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1 ：参考文献 1 ） 2 ）参照
2 二参考文献 3）参照
3 ：現行基準は 6．4  ／床 （4 床室は 内法 25．6  ） （医tw　16）
4 ：移動 に 必 要な 鞄 ・洋服を 除 く。
5 ：最 初 か ら病室 に な い 場舎 もあ るが患者が必 要 とすれ ば対 応 して い

る e6

： 入銑，1010 日 の懋者 は除 く。
7 ：調査対象者の 入院経過 日数の 平均は 13，6 日で ある。
8 ：特徴をっ かむ た め、複数 持込 の 感者 が 1 名 の みの もの は除 く
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そ の醸向を見 る に 留め る。
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